
　
中
高
一
貫
の
女
子
校
で
あ
る
東
京
都・私
立

ト
キ
ワ
松
学
園
中
学
校
高
校
は
、２
０
１
４

年
度
か
ら
、「
探
究
女
子
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、自
ら
探
究
学
習
を
進
め
ら
れ
る
生
徒

の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
同
校
で
は
以

前
か
ら
、
各
教
科
の
授
業
に
お
い
て
、「
自
分

の
興
味
・
関
心
を
追
究
す
る
」、「
自
ら
調
べ

て
自
分
の
考
え
を
発
表
す
る
」と
い
っ
た
探

究
的
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
れ
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
よ
う
と
、
16
年
度
か
ら
中

学
１
年
次
に
、
18
年
度
か
ら
高
校
１
年
次
に

週
１
時
間
ず
つ
、
学
校
設
定
科
目
「
思
考
と

表
現
」
を
設
置
。
す
べ
て
の
学
習
の
土
台
と

な
る
論
理
的
思
考
力
や
表
現
力
、
調
査
ス
キ

ル
な
ど
の
指
導
を
体
系
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
加
え
て
、
日
常
的
に
教
師
が
生
徒
に
声
を

か
け
、
対
話
か
ら
素
朴
な
疑
問
を
引
き
出
し
、

問
い
に
結
び
つ
け
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、

生
徒
は
課
外
活
動
で
探
究
学
習
に
熱
心
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。「
稲
わ
ら
を
利
用

し
た
新
繊
維
の
開
発
」「
強
振
動
と
急
激
な

水
温
変
化
が
及
ぼ
す
金
魚
摂
餌
の
影
響
」
と

い
っ
た
研
究
や
、
子
ど
も
の
国
際
交
流
の
支

援
な
ど
、
探
究
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
る
。

　
探
究
学
習
の
深
ま
り
に
伴
い
、
年
内
入
試

の
希
望
者
が
増
加
。
22
年
度
の
高
校
３
年
生

の
特
進
ク
ラ
ス
で
は
、
年
内
入
試
の
受
験
者

数
が
ク
ラ
ス
の
３
分
の
２
に
上
っ
た
。
同
ク

ラ
ス
の
担
任
を
務
め
た
進
路
指
導
部
長
の
加

藤
美
恵
子
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
探
究
学
習
で
自
分
の
疑
問
や
好
き
な
こ

と
を
突
き
詰
め
て
い
っ
た
結
果
、
生
徒
は
将

来
や
り
た
い
こ
と
を
見
い
だ
し
、
そ
れ
が
お

の
ず
と
志
望
校
選
択
に
結
び
つ
い
て
い
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
大
学
調
べ
を
す
る
中
で
、

志
望
校
が
年
内
入
試
を
実
施
し
て
い
る
こ
と

を
知
り
、『
自
分
の
頑
張
り
を
生
か
し
て
志

望
校
に
挑
戦
し
た
い
』、『
探
究
学
習
の
成
果

を
大
学
に
見
て
も
ら
い
た
い
』
と
、
年
内
入

試
を
希
望
す
る
生
徒
が
多
く
現
れ
ま
し
た
」

　
加
藤
先
生
が
前
回
高
校
３
年
生
の
担
任
を

務
め
た
７
年
前
は
、
年
内
入
試
の
受
験
者
数

は
ク
ラ
ス
の
３
分
の
１
だ
っ
た
。
年
内
入
試

を
実
施
す
る
大
学
数
の
増
加
の
影
響
も
あ

り
、
こ
こ
数
年
、
年
内
入
試
の
受
験
者
が
増

え
て
い
る
と
、
田
村
直
宏
校
長
は
語
る
。

　「
大
学
が
求
め
る
力
と
本
校
が
培
っ
て
き

た
力
が
合
致
し
て
き
た
こ
と
が
、本
校
で
年

内
入
試
の
受
験
者
が
増
え
て
い
る
要
因
の
１

つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。探
究
学
習
で
の
学

び
と
成
果
を
基
に
し
た『
マ
イ・ス
ト
ー
リ
ー
』

を
表
現
す
る
こ
と
で
、一
般
選
抜
で
は
合
格

が
難
し
い
大
学
に
合
格
し
た
生
徒
は
何
人
も

い
ま
す
。探
究
学
習
と
年
内
入
試
へ
の
挑
戦

が
、生
徒
の
未
来
を
大
き
く
拓
い
て
い
ま
す
」

進
路
指
導
部
長

加
藤
美
恵
子 

か
と
う
・
み
え
こ

同
校
に
赴
任
し
て
28
年
目
。
探
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
国
語
科
。

校
長田村

直
宏 

た
む
ら
・
な
お
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

「
思
考
と
表
現
」担
当
、
司
書
教
諭

勝
見
浩
代 

か
つ
み
・
ひ
ろ
よ

同
校
に
赴
任
し
て
34
年
目
。
教
務

部
。
国
語
科
。

学
力
向
上
推
進
部

菅
原
孝
宏 

す
が
わ
ら
・
た
か
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
13
年
目
。
探
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
２
学
年
担
任
。

理
科（
物
理
）。

「
思
考
と
表
現
」担
当
、
司
書
教
諭

小
澤
慶
子 

お
ざ
わ
・
け
い
こ

同
校
に
赴
任
し
て
23
年
目
。
広
報

部
。
社
会
科
。

実践事例 1
１年次から学校設定科目や対話で
関心を掘り起こし、表現力も育む

東京都・私立トキワ松学園中学校高校
自分の関心を突き詰め、自分の考えを表現する力を鍛える学校設定科目「思考と表現」を１年次に実施。

関心の喚起につながる対話や、生徒を学校外と「結ぶ」ことを通じて、生徒の「マイ・ストーリー」づくりを支える。

C
A
SE

探
究
学
習
を
頑
張
っ
た
生
徒
ほ
ど

年
内
入
試
を
希
望

年内入試の

現状
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高
校
１
年
次
の「
思
考
と
表
現
」で
は
、講

読
や
文
章
表
現
、
調
査
、
論
文
作
成
、
発
表

な
ど
の
ス
キ
ル
を
、
実
践
課
題
を
通
じ
て
学

ん
で
い
く
（
図
１
）。
例
え
ば
、
１
学
期
の

後
半
に
取
り
組
む
読
書
感
想
文
で
は
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
、
下
書
き
、
清
書
と
、
１
冊
で
３

回
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
行
う（
図
２
）。
授
業

を
担
当
す
る
司
書
教
諭
の
勝
見
浩
代
先
生
と

小
澤
慶
子
先
生
が
そ
の
都
度
、
誤
字
・
脱
字

や
表
現
の
誤
用
な
ど
を
添
削
。
生
徒
の
考
え

が
伝
わ
る
文
章
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ

れ
も
率
直
に
指
摘
し
、
生
徒
が
本
当
に
伝
え

た
い
こ
と
を
追
究
さ
せ
て
い
る
。

　「
本
選
び
か
ら
主
題
に
対
す
る
自
分
の
考

え
に
至
る
ま
で
、
生
徒
は
自
分
の
関
心
を
突

き
詰
め
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た
過
程
を
本

科
目
で
繰
り
返
し
経
験
す
る
こ
と
が
、
将
来

の
目
標
や
自
分
の
軸
を
見
い
だ
す
き
っ
か
け

に
な
っ
て
い
ま
す
」（
小
澤
先
生
）

　
１
年
次
の
夏
季
休
業
時
に
は
、
希
望
進
路

に
関
す
る
新
書
を
読
み
、
レ
ポ
ー
ト
を
書
く

進
路
学
習
の
課
題
に
取
り
組
む
。
新
書
選
び

に
迷
う
生
徒
に
は
、
司
書
教
諭
が
伴
走
す
る
。

　「『
何
に
関
心
が
あ
る
の
？
』『
建
築
で
す
』

『
造
る
方
？
　
見
る
方
？
』
な
ど
と
生
徒
と

や
り
取
り
し
な
が
ら
生
徒
の
関
心
を
探
り
、

そ
れ
に
合
い
そ
う
な
本
を
数
冊
挙
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
目
次
と
最
初
の
数
ペ
ー
ジ
を
読
ん

で
み
て
、
１
冊
読
み
通
せ
そ
う
な
本
を
選
ぶ

よ
う
助
言
し
、
最
終
的
に
は
生
徒
自
身
に
読

む
本
を
選
ば
せ
て
い
ま
す
」（
勝
見
先
生
）

　
図
書
室
は
、各
教
科
の
探
究
的
な
活
動
で

使
う
資
料
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
も
な
っ
て
い

る
。
同
科
目
を
通
じ
て
生
徒
の
志
向
を
把
握

し
て
い
る
勝
見
先
生
と
小
澤
先
生
は
、
生
徒

か
ら
の
相
談
に
、「
前
に
こ
う
書
い
て
い
た
よ

ね
。
こ
の
本
が
探
究
に
つ
な
が
る
か
も
」
と
、

生
徒
の
関
心
に
応
じ
た
助
言
を
し
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
に
、
自
分
の
関
心
に
基
づ
い
て

講
読
を
重
ね
、
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
書
く
こ
と

で
、
希
望
進
路
の
分
野
で
使
わ
れ
る
用
語
が

身
に
つ
き
、
自
分
の
考
え
を
適
切
な
語
彙
を

用
い
て
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　「
生
徒
は
本
科
目
の
課
題
の
添
削
を
通
じ

て
、
自
分
と
他
者
の
考
え
を
混
同
し
な
い
こ

と
や
、
事
実
を
要
約
し
て
か
ら
自
分
の
考
え

を
書
く
こ
と
な
ど
を
習
得
し
ま
す
。
３
年
次

の
志
望
理
由
書
や
小
論
文
の
作
成
時
に
、
そ

の
成
果
が
発
揮
さ
れ
ま
す
」（
加
藤
先
生
）

読書
感想文

主題を意識してテキストを読む方法を学ぶ。読
書感想文に書くべき内容と、その順序を考える
ことを通じて、論理的な文章展開について学ぶ。

進路を
考える本

夏季休業中の進路学習の課題に向け、進路に
関する新書を選ぶ。

ブック
レポート

著者の考えを読み取り、自分の主張を確立した
上でブックレポートを作成する。

SDGs
探究
レポート

各自でSDGsに関するテーマを設定し、調べ学
習を行う。根拠のある資料を基に結論を導き出
し、レポートにまとめる（レポートの書き方の基
礎を学ぶ）。グループディスカッションを通じて、
個別の課題についての理解を深める。

ほかに、事典や新聞の縮刷版の使い方、インターネット検索の留意
点などに関するスタディースキルを学び、その実践として、新聞の社
説の要約を行う。定期考査はなく、提出物と授業に取り組む態度な
どで評価する。　　　　　　　　　※学校資料を基に編集部で作成。

〈作成の進め方〉
❶本選び　司書教諭が用意した課題図書 50タイトル以上の中から、
生徒自身で読む本を選ぶ。

❷ワークシート　印象に残った場面（感動、共感、反感、疑問など）
とその理由、主題と主題に対する自分の考えなどを書く。同シートが
感想文の土台となる。

❸下書き　司書教諭によるワークシートの添削結果も踏まえて、「本の
内容」「主題と自分の意見」「まとめ（自分はどうしたいか）」の３パー
トに分けて書く。

　

❹清書　下書きの添削結果を踏まえて、800 字以内で仕上げる。

※学校資料を基に編集部で作成。

動いている図書室
同校の図書室は、年間約1,500 冊を購入。廃棄できな
い書籍かどうかを慎重に検討し、蔵書を入れ替えている。
全教師が担当教科の購入候補の書籍を検討し、購入の可
否を決めている。「探究学習でこのテーマに取り組んでい
る生徒がいる」「授業で使う」など、生徒の学びに合った
書籍をそろえることを心がけている。

●読書感想文のルーブリック（抜粋）
A B

文章
文章 主語・述語の不一致、文意

が通らない文章がない
主語・述語の不一致、文意
が通らない文章がある

論理的な
文章表現

論旨が一貫している（矛盾が
ない）

論旨が一貫していないとこ
ろがある（矛盾がある）

小澤先生「生徒は、何事に対しても『すごい』を使いがちで、自分の意見を
他者に伝わるように表現するのが苦手です。添削では、例えば『すごい』を
どういった意味で使っているのかなどを問いかけます」

〈学習評価〉
❷〜❹では、生徒はルーブリックを用いて自己評価を行う。教師も添
削後に同じルーブリックを用いて評価をつけ、生徒に返却する。

勝見先生「形成的評価として、自分の力を認識できるようにしています。生
徒には、『CならB、BならAと、１つでもよいから上を目指そう』と声をか
けています」 注目注目

高校１年次「思考と表現」の主な学習内容読書感想文作成の指導概要 図１図２

高校１年次
学校設定科目
「思考と表現」

関
心
を
広
げ
、
深
め
な
が
ら

表
現
力
を
鍛
え
る

実践1

年内入試支援
─引き出し、共に創る「マイ・ストーリー」

特集
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同
校
の
生
徒
と
教
師
の
距
離
は
近
く
、
普

段
か
ら
よ
く
話
を
す
る
。
そ
の
際
に
教
師
は

生
徒
の
関
心
を
把
握
し
、
探
究
学
習
や
志
望

校
選
択
の
き
っ
か
け
と
な
る
材
料
を
提
供
す

る
。
ま
た
、図
書
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
「
思

考
と
表
現
」
で
の
成
果
物
を
見
た
り
、
生
徒

個
々
の
貸
し
出
し
履
歴
か
ら
各
教
科
や
探

究
学
習
で
活
用
し
た
書
籍
を
確
認
し
た
り
し

て
、
話
の
糸
口
を
探
る
と
、
学
力
向
上
推
進

部
の
菅
原
孝
宏
先
生
は
語
る
。

　「
担
任
は
、
各
教
科
担
当
の
教
師
と
の
対

話
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
で
生
徒
が
示

し
た
関
心
を
捉
え
て
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
を

生
徒
に
か
け
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
ま
す
。
生

徒
の
『
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
』
づ
く
り
に
主

に
寄
り
添
う
の
は
担
任
で
す
が
、
担
任
が
必

要
と
す
る
情
報
は
、
学
校
全
体
で
連
携
を

取
っ
て
共
有
し
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、
生
徒
と
の
対
話
の
前
段
階
と
し
て
、

信
頼
関
係
の
構
築
も
重
視
し
て
い
る
。

　「
学
問
の
本
質
を
伝
え
る
授
業
を
す
る
こ

と
に
加
え
て
、
面
談
で
は
じ
っ
く
り
生
徒
の

話
を
聞
き
ま
す
。
学
校
行
事
な
ど
で
生
徒
の

多
様
な
面
を
捉
え
て
褒
め
る
こ
と
も
大
切
に

し
て
い
ま
す
」（
菅
原
先
生
）

　
生
徒
を
他
者
や
社
会
と
結
び
、
志
望
校
選

択
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
看
護
学
部
志
望
だ
っ
た
あ
る
生
徒
は
、

救
急
医
療
や
高
齢
者
看
護
な
ど
、
大
学
ご
と

に
特
色
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
志
望
校
選
択

に
悩
ん
で
い
た
。
そ
の
生
徒
が
子
ど
も
食
堂

の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
田

村
校
長
が
小
児
が
ん
の
子
ど
も
の
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
紹
介
。
生
徒
は
、
最
終
的
に
小

児
医
療
に
力
を
入
れ
る
大
学
を
選
ん
だ
。

　「
探
究
テ
ー
マ
が
志
望
校
選
択
に
直
結
す

る
生
徒
も
い
ま
す
が
、
多
く
の
活
動
を
し
て

い
て
も
、
自
分
の
関
心
の
軸
を
見
い
だ
せ
な

い
生
徒
も
い
ま
す
。
そ
う
し
た
生
徒
に
必
要

な
の
は
、
他
者
の
存
在
で
す
。
コ
ン
ク
ー
ル

に
出
場
し
て
評
価
を
受
け
た
り
、
大
学
教
員

や
地
域
の
人
な
ど
、
学
校
外
の
人
と
話
し
た

り
す
る
中
で
、
自
分
は
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て

い
き
た
い
の
か
を
生
徒
は
お
の
ず
と
考
え
ま

す
。
自
分
の
内
面
を
見
つ
め
、
自
己
と
の
対

話
を
深
め
て
い
く
先
に
、
自
分
が
将
来
や
り

た
い
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま

す
」（
加
藤
先
生
）

　
３
年
次
の
志
望
校
を
絞
り
込
む
過
程
で

は
、
担
任
は
入
試
日
程
を
考
慮
し
な
が
ら
生

徒
個
々
に
声
を
か
け
、
年
内
入
試
の
準
備
を

始
め
る
。

　「
そ
の
頃
に
は
『
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
』

の
軸
は
で
き
て
い
る
の
で
、
後
は
そ
れ
を
い

か
に
表
現
す
る
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。『
思

考
と
表
現
』
で
改
善
の
た
め
に
は
添
削
が
必

要
な
こ
と
だ
と
理
解
し
て
い
る
の
で
、
生
徒

は
く
じ
け
ず
、
何
度
で
も
志
望
理
由
書
を
書

き
直
し
て
き
ま
す
」（
加
藤
先
生
）

「思考と表現」、
各教科の学習支援

探究学習、面談

各教科での
探究的な学び

学習内容の
共有

生徒の関心事
の共有

学習内容
の共有

※取材を基に編集部で作成。

生徒

クラス担任

司書教諭 各教科担当

探究の伴走、
他者と結ぶ

関心探し
の伴走

関心の
喚起

「マイ・ストーリー」づくりの支援体制図３

生徒の
活動と進路を
対話で結ぶ

教
師
が
連
携
し
て
生
徒
を

把
握
し
、対
話
に
つ
な
げ
る

実践 2

社
会
人
の
支
援
も
得
な
が
ら
探
究
学
習
を
深
化
。

教
科
指
導
も
強
化
し
、志
望
校
の
幅
を
広
げ
た
い

　
課
外
活
動
が
中
心
だ
っ
た
探
究
学
習
は
、
22
年
度
か
ら
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

で
行
っ
て
い
る
。
高
校
１
年
次
は
週
２
時
間
で
、
連
携
先
の
６
つ
の
企
業
の
研
究
や
、

企
業
か
ら
出
さ
れ
た
課
題
に
取
り
組
む
。
高
校
２
年
次
は
週
３
時
間
で
、
人
文
科
学
・

社
会
科
学
・
自
然
科
学
・
美
術
デ
ザ
イ
ン
の
４
つ
の
ゼ
ミ
に
分
か
れ
て
探
究
学
習
を
行

う
。
専
門
的
な
テ
ー
マ
で
は
、
外
部
の
社
会
人
の
支
援
も
得
て
、
探
究
を
深
め
て
い
く
。

さ
ら
に
、
教
科
指
導
を
強
化
し
て
教
科
学
力
を
よ
り
一
層
向
上
さ
せ
、
国
公
立
大
学
の

総
合
型
選
抜
・
学
校
推
薦
型
選
抜
の
受
験
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　「
年
内
入
試
の
受
験
者
数
の
増
加
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
一
方
で
、
丁
寧
な
添

削
指
導
は
時
間
を
要
す
る
た
め
、
指
導
体
制
の
構
築
も
必
要
で
す
。
学
校
全
体
で
支
援

す
る
体
制
や
方
法
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
」（
田
村
校
長
）

展望
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